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16:15  Move to Hotel  
18:15  Departure from Hotel to Welcome party on foot  
18:30 20:30 Welcome Party  
Day2 15-Janurary 
08:50  Meet up Hotel lobby after check-out  

*Do not leave baggage with the hotel. 
09:00  Move to Kitakyushu Environmental Museum 
09:30 10:30 Kitakyushu Environmental Museum 
10:30 12:00 Kitakyushu Smart community (Hydrogen Town Demonstration test) 
12:00  Move to Kokura  
12:30 13:30 Lunch  
13:30 14:40 Kokura Castle etc 
14:40  Move to Kitakyushu AP 
16:20 17:50 Kitakyushu AP – Tokyo Haneda AP (SFJ86) 
17:50  Move to Hotel (Shinagawa Price Hotel) by chartered bus  

 
1 月 14 日（火） 
（1）エコタウンセンター （13：30～14：00） 

北九州市若松区響灘地区内にあるエコタウンセンターにおいて、同センターの職員の

方々から、北九州市の歴史、響灘臨海工業団地の概要や特徴、北九州市エコタウン事業に関

する説明が行われた。 
北九州市は 1901 年に新日鉄八幡製鉄所が操業して以来、ものづくりの街として発展して

きており、現在も日本製鉄をはじめ、工業用ロボットの安川電機、トイレ・洗面システムの

TOTO など世界的に有名な企業がある。公害問題に苦しんだ 1960 年代から 20 年、約 8,000
億円の費用をかけて、先進的なエコタウンへと生まれ変わっている。 
 

  
エコタウンセンターでの説明の様子 1 エコタウンセンターでの説明の様子 2 
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エコタウンの概要等について座学で学んだあと、エコタウンセンター内の施設を用いて、

エコタウンに入居する企業が実施している鉄、プラスチック、繊維などのリサイクルについ

ての説明を受けた。 
 

  
古着・繊維のリサイクルの説明 総合環境コンビナートの説明 

 

  
都市鉱山に関する説明 ハイフォン市代表団 

 
（2）西日本家電リサイクル株式会社（14：15～15：00） 

西日本家電リサイクル社は、北九州市エコタウンの総合環境コンビナート内に位置する

家電リサイクル法に基づく家庭用電化製品のリサイクル事業を行っている企業である。液

晶テレビ・ブラウン管テレビ、洗濯機・乾燥機、冷蔵庫、エアコンという 4 種類の家電の受

け入れ・リサイクルを行っており、処理能力は 282 トン／日（標準重量換算で年間 100 万

台）あり、西日本でも最大規模のリサイクル工場である。 
最初は同社の職員による会社の説明が行われ、その後、各家電の同工場における処理プロ

セスについてビデオを用いた説明が実施された。同社の処理プロセスについて、テレビを図

4-1、洗濯機を図 4-2、冷蔵庫を図 4-3、エアコンを図 4-4 に示す。 
ビデオでの説明の後、工場の見学コースに従って工場見学を実施した。見学コースでは、

図 4-1 から図 4-4 に示された各リサイクル工程のうちの一部を見ることができるようにな



5-7 
 

っている。なお、見学コースでの写真撮影は禁止されていた。 
 

  
会社説明の場面 工場処理プロセスの説明の場面 

 

 
図 4-1 薄型及びブラウン管テレビのリサイクル処理工程 

 

 
図 4-2 洗濯機・衣類乾燥機のリサイクル処理工程 

 

 
図 4-3 冷蔵庫のリサイクル処理工程 
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図 4-4 エアコンのリサイクル処理工程 

 
（3）株式会社リサイクルテック（15：15～16：00） 
株式会社リサイクルテックは、産業廃棄物処理・リサイクル事業を主要な業務とする株式

会社新菱と株式会社リコーの 2 社が出資する会社であり、OA 機器のリサイクルを主要業務

とする会社である。同社の OA 機器リサイクル工程を図 4-5 に示す。 
同社の会社及びリサイクル工程についてビデオを用いた解説が行われた後、実際に解体

を進めた見本などを用いた OA 機器リサイクルの説明と近年同社が取り組み始めた太陽光

パネル（PV パネル）のリサイクルに関する説明が行われた。その後、リサイクル工場内の

見学となったが、大量に並ぶコピー機を前に見学者からどのように管理しているのかとい

う質問が出され、受入れ時に受け入れた個々の機器に対しバーコードを割り当て、どの機器

がどの工程にあるか適切に管理されているという回答がされていた。 
 

  

会社及びリサイクル工程説明 1 会社及びリサイクル工程説明 2 
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OA 機器リサイクル工程の説明 PV パネルリサイクルの説明 

 

 
図 4-5 OA 機器のリサイクル工程 

 
株式会社リサイクルテックの OA リサイクル工場見学の後、時間に余裕があったため、同

工業団地の風力発電施設の視察を行うことになった。雨天のため、バスに乗ったままでの視

察であったが、エコタウンセンターの職員により、陸上の風力発電だけでなく、沖合には浮

体式の風力発電設備があること、今後、沖合に事業としての洋上風力発電の建設が予定され

ていることなどの話がなされた。 
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響灘臨海工業団地の沿岸部風力発電施設 
（晴れの日は沖合に浮体式風車が見える） 

 
1 月 15 日（水） 
（1）北九州市環境ミュージアム（9：30～10：30） 
環境ミュージアムは、環境にやさしい持続的な社会を実現するべく、学校、企業、市民、

市民団体、行政それぞれが主体となり、相互に連携して取り組んで行くための拠点として、

世界の環境首都を目指す北九州市が整備する『市民のための環境学習・交流総合拠点施設』

である。 
環境ミュージアムでは、北九州市の地理的な位置や概要の説明を受けた後、ものづくりの

街として環境を犠牲に発展してきた歴史が説明され、1960 年代には極めて深刻な状況にな

ったことが話された。しかし、当時、地域の小学生の保護者、主に女性たちが中心となり、

環境汚染の解決へ向けた活動が始まり、学術界、行政も加わり、20 年を超える月日と多大

なる費用をかけて、今では世界に誇るエコタウンにまで環境が改善されたことが説明され

た。 
その後、環境ミュージアムの学習拠点・交流の場としての活動である SDGs への取り組

みや資源循環型社会への取り組みなどの説明が行われた。参加者は、北九州の変貌に高い関

心を持ち、どうして変われたのか、その際の行政の役割、解決のための資金などについて活

発な質疑応答があった。 
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環境ミュージアム前 所長と対面 北九州市の地理的な説明 
 

  

1960 年代の環境汚染の時代 環境問題の解決へ向けた活動 
 

  

環境問題解決で得たノウハウの展開 SDGs への取り組み 
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資源・廃棄物のリサイクル 環境ミュージアム研修終了 
 
（2）北九州スマートコミュニティ（10：30～12：00） 
北九州市では、水素社会の実現に向け、3 つの柱 ①東田地区での「北九州水素タウンに

おける実証・PR の拠点化」、②響灘地区での「CO2 フリー水素の製造・供給の拠点化」、 
③市域全体での「燃料電池自動車や水素ステーション等の普及」に取り組んでいる。 
まず、環境ミュージアム会議室において、北九州市の水素社会へ向けた取り組みの概要の

説明、そのための技術的な要となる燃料電池の仕組み（図 4-6）、燃料電池車（図 4-7）、水

素輸送実証事業（図 4-8）に関する説明などを受けた。その後、環境ミュージアムに隣接す

る東田地区において、燃料電池車、水素ハウス、水素輸送施設、水素漏洩検知装置などの見

学を行った。見学者は燃料電池車に高い興味を示していた。 
 

 
図 4-6 燃料電池の原理 
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図 4-7 燃料電池車（トヨタ MIRAI とホンダ CLARITY） 
 

 
図 4-8 水素輸送実証事業 
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水素社会への取り組みに関する講義 燃料電池車（CLARITY）1 

 

  
燃料電池車（CLARITY）2 燃料電池ハウス 

 

  

水素利用実証施設の説明 1 水素利用実証施設の説明 2 
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水素輸送配管 水素漏洩センサー（開封厳禁） 
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JCM 都市間連携セミナー  
 

2020 年 1 月 16 日（木）、17 日（金） 
於：品川プリンスホテルメインタワー、国際館パミール 

参加者：小林、山川 
 

 令和 2 年 1 月 16 日、17 日に東京都内にて開催された環境省主催 脱炭素社会の構築に

向けた都市間連携セミナーに参加した。16 日午前の部は非公開セミナー、午後は東京都内

での視察ツアー、17 日午前は非公開セミナー、午後は公開セミナーが実施された。 
 
■1 月 16 日（木）午前 非公開セミナー プログラム 
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 09:00 開会挨拶、および脱炭素社会の構築に向けた国内動向と国際展開（15 分）：      

環境省 大臣官房 環境計画課長 川又孝太郎  
 パリ協定の目標達成を実現するにも、都市間連携は重要な手段の１つであ

り、今後も積極的に取り組みたい。 
 都市間連携では、アジア 10 か国、32 都市、14 自治体がこれまで参加した実

績がある。今回の都市間連携セミナーは、アジア 6 か国、17 都市、8 自治体

から 120 名の方が参加いただいた。今年度は、例年以上に自費での参加も増

えている。 
 日本国内の脱炭素の最新の動向としては、脱炭素を宣言する自治体が増加傾

向にあることが挙げられる。今年度の甚大な被害を受けた自然災害の影響

や、9 月の小泉環境大臣に就任後、自治体への脱炭素に対する呼びかけが盛

んになったことが要因として挙げられる。結果として、現時点では 33 自治

体がゼロカーボンシティを宣言している。例えば、今年度の台風で大きな被

害を受けた長野県が今年度に脱炭素を宣言した。 
 今後の国際展開としては、ゼロカーボンシティを宣言した自治体と連携の

下、「ゼロカーボンシティ国際フォーラム」の実施を検討していく予定であ

る。 
 日本国として、直ぐに脱炭素を実現することは困難であるが、都市間連携事

業や JCM 設備補助等の枠組みを活用することで、脱炭素への実現に向けて

積極的に取り組む方針である。 
 09:15 都市間連携事業の現状と来年度事業のポイント（15 分）： 

環境省 地球環境局国際連携課 国際協力・環境インフラ戦略室 山本真帆代 
 本年度の採択実績としては、1 次応募・2 次応募それぞれ、21 案件の応募中

10 件の案件を採択、9 案件の応募中 7 件の案件を採択となっている。2 次案

件の提案書の内容としては、1 次案件における落札案件の内容をよりブラッ

シュアップさせた内容となっており、結果として非常に満足している。 
 今年度の応募の変更点としては、事業期間を最長 3 か年に変更したことであ

る。変更した理由としては、単年度での JCM 設備補助の案件形成は困難で

あり、複数年度にかけて制度設計等に取り組む必要があるためである。事業

期間を 3 か年に設定したことにより、今年度は 11 件の案件が、活動内容と

して計画策定を踏まえた内容となっている。留意点としては、提案書上は 3
か年期間の実施計画であるが、単年度契約に変更はないということである。 

 低炭素から脱炭素へネーミングを変更したものの、脱炭素というネーミング

に関しては、直ぐに脱炭素を実現することは困難と認識している。来年度の

都市間連携事業は、2050 年の脱炭素社会を見据えて活動することを意識して

ほしい。 
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 来年度の都市間連携の公募は、3 月下旬頃に実施されることを予定してい

る。 
 

 ベトナムで行われている案件の紹介 
 ホーチミン・大阪市案件（5 分）：日本工営(株) 環境技術部課長 石川賢  

 大阪市が蓄積している気候変動緩和策、適応策、行政のマネジメントの知見

等をホーチミン市に対して共有している。 
 案件形成の活動として、省エネ空調の導入、ガスボイラーの燃料転換、太陽

光発電システム導入の検討に取り組む。 
 現状の課題は特になく、ホーチミン市・大阪市とも非常に前向きに活動して

いる。来年度以降の活動としては、これまで都市間連携で実施してきた政策

対話を継続していきたい。具体的には、ホーチミン市への積極的な低炭素技

術の導入の政策対話等に取り組む。また、案件形成に関しても継続して注力

していく。さらに、公共事業における案件形成に関しても取り組む予定であ

る。業界としては、飲料産業やエネルギー消費の大きいセメント業界に注目

している。 
 プロジェクト体制図は以下の通り。 

 
 

 ハイフォン・北九州市案件（5 分）：(株)NTT データ経営研究所 社会・環境戦

略コンサルティングユニット アソシエイトパートナー 安部裕一 



























































































































































 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リサイクル適性の表示：印刷用の紙へリサイクルできます。 
この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基 

準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料[Ａランク]のみを用いて作製し 
ています。 
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